
秀
し
げ
子
は
、
芥
川
文
学
に
微
妙
な
影
を
落
と
し
、
ど
こ
か
異
彩
を
放
つ

女
性
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
彼
女

を
め
ぐ
る
言
説
は
、
果
た
し
て
秀
し
げ
子
そ
の
人
や
芥
川
と
の
関
係
を
正
当

に
伝
え
る
も
の
だ
っ
た
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
二
人
の
関
係
に
し
て
も
、
彼
女

の
方
か
ら
強
引
に
ま
と
わ
り
つ
き
、
芥
川
に
災
厄
を
も
た
ら
す
だ
け
の
存
在
、

と
い
う
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
芥
川
自
身
、
《
愁
人
》
か
ら
《
狂
人
の
娘
》

へ
と
呼
称
を
変
え
、
遺
書
に
も
《
や
っ
と
口
夫
人
の
手
を
脱
し
た
》
と
記
し

た
せ
い
も
あ
り
、
彼
女
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
く
噂
の
女
〉
に
甘
ん
じ
て
こ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ｂ
こ
う
し
た
言
説
は
、
ひ
と
り
芥
川
ば
か
り
で
な

く
、
同
時
代
の
作
家
た
ち
に
も
お
お
む
ね
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

実
際
の
秀
し
げ
子
は
、
ビ
ア
ト
リ
ス
社
な
ど
大
正
期
文
学
の
一
翼
を
担
っ
た

〈
新
し
い
女
〉
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
歌
人
と
し
て
の
活
動
も
相
当
に
活
発
だ

っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
言
及
は
、
彼
女
の
具
体
的
な
く
足
跡
〉

序

〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ｉ

Ｉ
芥
川
龍
之
介
と
の
濫
遁
以
前
Ｉ

に
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
も
な
く
、
い
わ
ば
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た
一
方
的

な
ま
な
ざ
し
と
先
入
観
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
間
像
を
形
成
し
て
き
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
秀
し
げ
子
を
〈
歌
人
〉
と
呼
び
な
が
ら
、
彼
女
の
歌
（
本

文
）
は
わ
ず
か
十
余
首
が
紹
介
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
今
回
の

（
｜
）

粗
雑
な
調
査
だ
け
で
も
全
く
未
紹
介
の
三
百
余
首
の
短
歌
と
短
文
二
編
を
新

た
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
で
に
題
（
詠
）
や
歌
数
だ
け
が
紹
介
さ
れ
て

き
た
も
の
を
併
せ
る
と
、
計
四
百
首
を
優
に
超
え
る
歌
が
確
認
で
き
た
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
彼
女
の
消
息
は
、
当
時
の
女
性
誌
「
ビ
ア
ト
リ
ス
』
や

一
・
濱
實
新
聞
』
お
よ
び
歌
誌
『
潮
音
」
等
に
意
外
に
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
活

動
の
範
囲
や
人
脈
も
、
文
壇
・
歌
壇
か
ら
劇
界
お
よ
び
女
性
運
動
に
と
多
岐

に
わ
た
る
．

秀
し
げ
子
の
そ
う
し
た
多
彩
な
足
跡
の
一
端
を
少
し
だ
け
触
れ
て
み
よ
う
。

た
と
え
ば
、
彼
女
は
太
田
水
穗
主
宰
の
潮
音
社
の
催
し
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
歌
誌
『
潮
音
』
に
毎
号
の
よ
う
に
歌
が
掲
載
さ
れ
た
時
期
も
あ
る
。
ま

た
、
茅
野
雅
子
を
中
心
と
す
る
春
草
會
に
も
意
欲
的
に
参
会
し
て
い
た
よ
う

中

田
睦
美

○



で
、
歌
会
の
模
様
が
月
に
一
度
『
讃
實
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
彼
女

の
歌
も
随
所
に
み
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
彼
女
は
春
草
會
五
十
回
記
念
（
大

Ⅱ
・
２
．
刀
）
や
百
回
記
念
（
大
喝
・
６
．
刀
）
に
も
参
加
し
、
大
正
期
の

一
時
期
、
歌
壇
で
相
応
の
地
歩
を
占
め
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え

ば
大
正
Ⅲ
年
１
月
１
日
「
讃
責
新
聞
」
紙
上
に
は
、
「
早
春
」
と
題
す
る
十

首
が
単
独
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
．
こ
う
し
た
扱
い
か
ら
当
時
の
彼
女
に
対
す

る
注
目
度
が
推
し
量
れ
よ
う
。
ま
た
、
『
現
代
婦
人
詩
歌
選
集
」
（
正
富
汪
洋

担
当
執
筆
「
明
治
大
正
婦
人
詩
歌
小
史
」
大
い
・
５
、
婦
女
會
社
）
に
も
彼

女
の
出
身
地
と
歌
三
首
の
紹
介
が
見
え
、
ほ
か
に
『
婦
人
公
論
」
（
昭
２
．

１
）
に
も
現
代
女
性
歌
人
の
一
員
と
し
て
「
現
代
女
流
百
人
一
首
」
に
も
そ

の
名
と
歌
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

上
記
以
外
に
も
秀
し
げ
子
の
姿
は
『
讃
實
新
聞
』
紙
上
に
し
ば
し
ば
登
場

（
一
一
）

す
る
。
福
永
挽
歌
の
短
篇
集
出
版
記
念
会
『
夜
の
海
」
の
會
」
が
永
楽
倶

楽
部
で
開
か
れ
、
彼
女
の
姿
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
（
大

９
．
４
・
お
）
・
そ
の
ほ
か
、
雑
司
ヶ
谷
開
泉
閣
で
の
「
故
岩
野
泡
鳴
氏
追

悼
會
」
に
も
列
席
し
て
い
た
こ
と
が
「
讃
實
新
聞
』
（
大
９
．
６
．
９
）
おマ

マ

よ
び
「
新
潮
」
（
大
９
．
７
）
で
確
認
で
き
、
さ
ら
に
「
岩
野
泡
鳴
氏
七
週

忌
記
念
會
」
に
も
彼
女
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
大
晦
・
５
．
９
）
。
ま
た
、

神
奈
川
県
大
磯
海
岸
で
海
水
浴
を
楽
し
む
「
十
日
會
々
員
の
大
磯
行
」
写
真

に
付
さ
れ
た
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
も
そ
の
名
が
あ
る
（
大
川
・
８
．
Ｍ
）
・
ほ

か
に
、
『
濱
實
新
聞
」
「
よ
み
う
り
抄
」
で
は
、
｜
秀
し
げ
子
夫
人
」
と
し
て

彼
女
の
旅
や
帰
京
の
消
息
、
自
宅
電
話
番
号
の
変
更
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
彼
女
の
〈
足
跡
〉
に
つ
い
て
従
来
の
先
行
文
献
は
全
く
触
れ
て
は

〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ｉ

い
な
い
。

な
お
、
今
回
の
調
査
で
は
、
夫
・
秀
文
逸
の
経
歴
を
示
す
二
、
三
の
資
料

も
見
ら
れ
た
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
文
逸
の
人
間
像

や
そ
の
風
貌
、
お
よ
び
職
歴
な
ど
も
多
少
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
こ
か
ら
推
す
と
、
秀
夫
妻
の
結
婚
生
活
に
つ
い
て
の
言
及
も
い
く
つ
か
訂

さ
れ
る
必
要
が
あ
る
よ
う
だ
。

同
時
代
作
家
の
描
い
た
秀
し
げ
子
像
も
ま
た
再
検
討
を
要
す
る
。
彼
女
の

映
像
を
伝
え
る
作
品
と
い
え
ば
、
広
津
和
郎
の
「
彼
女
」
（
昭
泌
・
３
「
小

説
新
潮
」
）
が
よ
く
引
か
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
同
じ
広
津
の
手
に
な
る
短

篇
「
哀
れ
な
女
」
（
昭
２
．
１
『
文
章
倶
楽
部
』
）
も
し
げ
子
を
素
材
と
す
る

一
篇
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
彼
女
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
構
想
は
、
広

津
の
内
部
で
芥
川
自
裁
直
前
の
昭
和
二
年
に
す
で
に
作
品
化
が
試
み
ら
れ
て

い
た
わ
け
で
、
広
津
は
二
十
余
年
も
の
間
〈
秀
し
げ
子
〉
と
い
う
モ
チ
ー
フ

を
反
濁
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
し
げ
子
像
の
変
化
や
落
差
も
興
味
深

い
。

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
た
足
跡
に
接
す
れ
ば
接
す
る
ほ
ど
、
〈
秀
し
げ
子
〉

そ
の
人
と
芥
川
文
学
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
文
学
者
た
ち
が
描
い
た
人
間
像
と

の
間
に
は
ズ
レ
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。

広
津
だ
け
で
は
な
い
。
芥
川
の
死
後
、
矢
継
ぎ
早
に
発
表
さ
れ
た
瀧
井
孝

作
・
宇
野
浩
二
・
村
松
梢
風
ら
に
よ
る
交
友
録
風
の
作
品
は
、
秀
し
げ
子
に

関
す
る
限
り
、
芥
川
の
残
し
た
《
動
物
的
本
能
》
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
そ
の

ま
ま
う
け
つ
ぎ
、
む
や
み
に
増
幅
し
て
い
く
。
芥
川
側
の
、
あ
る
い
は
男
性

側
の
、
こ
う
し
た
言
説
に
最
も
驚
い
た
の
は
、
秀
し
げ
子
自
身
だ
っ
た
の
で



は
あ
る
ま
い
か
。
後
年
の
し
げ
子
が
、
江
口
襖
の
「
我
が
文
学
半
生
記
』

（
昭
羽
・
７
青
木
文
庫
）
を
読
ん
で
、
《
あ
な
た
が
書
い
て
い
る
よ
う
な
こ

と
は
無
か
っ
た
》
と
の
手
紙
を
寄
せ
、
江
口
が
詫
び
を
伝
え
る
返
事
を
出
し

た
と
こ
ろ
、
彼
女
は
自
分
の
胸
中
を
聞
い
て
貰
い
た
い
旨
を
再
び
江
口
に
伝

え
た
と
い
う
。
す
で
に
数
え
六
十
三
歳
、
老
齢
と
な
っ
た
し
げ
子
が
な
お
も

真
剣
に
訴
え
る
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
も
っ
と
〈
彼
女
自
身
の
声
〉
に
耳
を
傾

け
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
こ
で
ま
ず
、
秀
し
げ
子
の
実
像
を
ふ
り
返
っ
て
み
た
い
。
紙
数
の
関
係

上
、
今
回
は
彼
女
の
生
涯
の
前
半
、
す
な
わ
ち
、
芥
川
と
の
出
会
以
前
に
限

定
し
、
現
在
ま
で
調
査
し
得
た
と
こ
ろ
を
報
告
す
る
。

な
お
、
秀
し
げ
子
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
主
と
し
て
以
下
の
文
献

に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
も
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
負
う
と
こ
ろ

が
少
な
く
な
い
の
で
、
そ
の
主
要
文
献
を
ま
ず
掲
げ
て
お
く
。

（
Ａ
）
森
本
修
「
作
家
時
代
Ｉ
」
（
『
芥
川
龍
之
介
伝
記
論
考
』
昭
狙
・

、
明
治
書
院
）
・
秀
し
げ
子
に
関
す
る
基
礎
的
な
素
描
は
本

書
か
ら
出
発
す
る
。
ち
な
み
に
、
本
書
の
内
容
は
「
新
考
芥
川

龍
之
介
伝
〈
改
訂
版
こ
（
昭
拓
・
２
北
沢
図
書
出
版
）
と
し

て
改
訂
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
も
こ
の
改
訂
版
に
従
う
。

（
Ｂ
）
森
本
修
「
芥
川
を
め
ぐ
る
女
性
」
（
『
人
間
芥
川
龍
之
介
』
昭

拓
・
５
三
弥
井
書
店
）
。
こ
こ
で
は
、
『
潮
音
」
・
『
新
潮
」
・

『
岩
野
泡
鳴
全
集
』
・
『
新
小
説
』
・
「
我
鬼
窟
日
録
（
別
稿
）
」
・

日
本
女
子
大
学
の
『
桜
楓
会
会
員
名
簿
』
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

ち
な
み
に
「
芥
川
を
め
ぐ
る
女
性
」
の
初
出
は
、
『
論
究
日
本

文
学
」
（
第
十
号
昭
型
・
４
）
所
載
の
も
の
だ
が
、
「
人
間

芥
川
龍
之
介
』
収
録
時
に
大
幅
な
加
筆
が
な
さ
れ
て
お
り
、
本

稿
で
は
こ
の
三
弥
井
書
店
刊
単
行
本
の
記
述
を
採
用
し
た
。

（
Ｃ
）
森
啓
祐
二
愁
人
」
か
ら
「
狂
人
の
娘
」
へ
」
（
『
芥
川
龍
之

介
の
父
」
昭
⑬
・
２
桜
楓
社
）
・
こ
こ
で
は
、
佐
佐
木
茂
索
に

宛
て
た
芥
川
の
書
簡
や
「
手
帖
八
」
、
ま
た
秀
し
げ
子
の
没

年
時
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
Ｄ
）
浅
野
洋
「
秀
し
げ
子
の
〈
足
跡
〉
二
、
三
」
（
「
鑑
賞
現
代
日
本

文
学
Ⅱ
芥
川
龍
之
介
（
月
報
こ
昭
元
．
７
角
川
書
店
）

こ
こ
で
は
、
「
ビ
ア
ト
リ
ス
」
・
『
日
本
女
性
録
』
・
『
東
京
朝

日
新
聞
』
な
ど
か
ら
彼
女
に
関
す
る
新
た
な
知
見
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

（
Ｅ
）
『
芥
川
龍
之
介
事
典
一
（
昭
印
．
、
明
治
書
院
菊
地
弘
久

保
田
芳
太
郎
関
口
安
義
編
著
）
。
本
事
典
の
内
容
は
主
と
し

て
森
本
修
氏
の
『
新
考
・
芥
川
龍
之
介
伝
〈
改
訂
版
こ
（
前

出
）
な
ど
の
記
述
が
参
照
さ
れ
、
秀
し
げ
子
の
概
要
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

（
Ｆ
）
関
口
安
義
「
第
五
章
女
性
」
（
「
芥
川
龍
之
介
闘
い
の
生

涯
』
平
２
．
７
毎
日
新
聞
社
）
。
主
と
し
て
森
本
修
・
浅
野

洋
ら
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
『
女
の
世
界
』
と
の
関
連
が

新
資
料
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。



上
記
の
主
要
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
符
号
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
等
）

を
も
っ
て
本
文
中
に
掲
げ
て
お
く
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
主
要
関
連
文
献
に

つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
（
補
注
）
を
付
し
、
当
該
記
事
と
の
関
連
性
や
出
典

を
後
掲
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
先
行
研
究
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
に
、
『
讃
實
新
聞
」
お
よ
び

そ
の
他
か
ら
得
ら
れ
た
新
た
な
知
見
に
関
す
る
典
拠
や
論
者
の
推
測
す
る
根

拠
な
ど
は
、
そ
の
つ
ど
注
記
（
）
と
し
て
後
掲
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、

秀
し
げ
子
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
「
潮
音
』
お
よ
び
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」

の
「
春
草
會
詠
草
』
掲
載
作
品
な
ど
、
未
紹
介
お
よ
び
紹
介
済
み
の
作
品
を

も
含
め
、
一
括
し
て
改
め
て
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
女
の
歌
人

と
し
て
の
活
動
も
、
別
の
機
会
に
お
い
て
取
り
扱
う
つ
も
り
な
の
で
、
本
稿

で
は
簡
略
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

秀
し
げ
子
は
、
明
治
二
十
三
（
一
八
九
○
）
年
八
月
二
十
日
、
小
瀧
顕
八

の
二
女
、
小
瀧
し
げ
子
と
し
て
生
ま
れ
て
い
る
。
し
げ
子
の
旧
姓
の
呼
び
方

に
関
し
て
、
日
本
女
子
大
学
名
簿
の
該
当
箇
所
を
見
る
と
、
《
戸
田
》
か
ら

《
小
野
・
小
瀧
・
小
野
》
と
続
き
、
次
に
《
和
田
・
渡
邊
》
と
な
っ
て
お
り
、

イ
ロ
ハ
順
で
並
べ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
呼
び
名
（
小

瀧
）
は
「
ヲ
ダ
キ
」
も
し
く
は
「
ヲ
タ
キ
」
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る

（
明
幅
・
６
「
（
櫻
楓
會
會
報
）
花
紅
葉
」
第
十
集
）
。
た
だ
し
、
後
述
す
る

第
一
章
誕
生
か
ら
結
婚
ま
で

〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ｉ

コ
タ
キ

秀
し
げ
子
と
安
成
二
郎
と
の
会
見
記
で
は
、
《
本
姓
は
小
瀧
》
の
ル
ビ
が
添

え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
本
文
は
総
ル
ビ
と
な
っ
て
お
り
、
編
集
者
の

見
解
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
で
は
小

瀧
で
は
な
く
、
《
小
滝
》
と
し
て
い
る
。

小
穴
隆
一
の
「
二
つ
の
繪
」
で
は
秀
し
げ
子
の
こ
と
を
《
Ｓ
》
と
称
し
、

（
補
注
ご

《
高
利
貸
の
娘
。
（
中
略
）
藝
妓
の
娘
。
》
と
記
す
。
こ
の
言
を
信
ず
れ
ば
、

父
・
顕
八
は
、
高
利
貸
業
を
営
み
、
母
（
姓
名
不
詳
）
は
芸
妓
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
関
口
氏
は
、
後
年
の
し
げ
子
の
派
手
な
行
動
か
ら
《
裕
福
な
家
で
甘

や
か
さ
れ
て
育
っ
た
》
と
推
定
し
て
い
る
が
、
幼
い
頃
に
生
い
育
っ
た
家
庭

の
経
済
状
態
な
ど
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

ハ
ニ
シ
ナ
ミ
ナ
ミ
ジ
ョ
ウ
（
三
）

と
こ
ろ
で
、
父
・
顕
八
は
長
野
県
埴
科
郡
南
条
村
の
出
身
と
伝
え
ら
れ
る

（
Ｃ
）
が
、
い
ま
ま
で
し
げ
子
本
人
の
出
身
地
あ
る
い
は
出
生
地
は
必
ず
し
も

一
致
し
て
は
い
な
い
。
た
と
え
ば
『
日
本
女
性
録
」
（
Ｄ
）
に
よ
る
と
…
東
京

（
四
）

都
千
代
田
区
出
身
と
の
み
記
載
さ
れ
、
一
方
、
長
野
県
埴
科
郡
南
条
字
横
尾

三
○
七
に
生
ま
れ
る
（
Ｅ
）
と
す
る
説
も
あ
る
。
吉
田
精
一
は
東
京
神
田
の

（
補
注
二
）

生
ま
れ
と
だ
け
記
し
て
い
る
が
典
拠
は
明
ら
か
で
な
い
。
関
口
氏
は
、
彼
女

の
出
身
地
を
東
京
市
神
田
区
錦
町
二
十
番
地
と
す
る
が
、
そ
の
典
拠
は
明
ら

か
で
な
い
。
従
来
の
記
述
で
は
彼
女
の
出
身
地
あ
る
い
は
出
生
地
に
関
し
て

こ
の
よ
う
な
諸
説
が
あ
り
、
そ
の
事
実
関
係
が
錯
綜
し
て
い
る
。
そ
こ
で
関

口
氏
が
新
資
料
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
「
女
の
世
界
」
（
大
６
．
３
）
か
ら
、

「
秀
夫
人
の
片
影
」
と
題
さ
れ
た
秀
し
げ
子
の
会
見
記
を
参
看
し
た
と
こ
ろ
、

し
げ
子
の
出
生
地
が
《
神
田
匡
錦
町
二
十
番
地
》
で
あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら

れ
た
。
ま
た
、
そ
の
ほ
か
の
資
料
と
し
て
、
大
正
六
年
五
月
号
の
「
女
の
世



（
五
）

界
」
に
「
大
正
婦
人
録
」
と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
に
も
秀
し
げ
子

の
略
歴
が
見
ら
れ
、
彼
女
の
出
身
地
が
《
神
田
匡
錦
町
二
十
番
地
に
生
る
》

と
記
さ
れ
て
お
り
、
会
見
記
と
同
様
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

父
の
出
身
地
が
長
野
県
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
戸
籍
の
上
で
は
便
宜
的
に

そ
の
地
を
彼
女
の
出
生
地
と
し
た
た
め
、
先
行
研
究
（
，
．
Ｅ
な
ど
）
の
よ
う

な
異
同
が
生
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
前
掲
「
秀
夫
人
の
片
影
」
お

よ
び
「
大
正
婦
人
録
」
な
ど
の
記
述
に
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
《
神
田
匡
錦
町

二
十
番
地
》
を
し
げ
子
の
出
生
地
と
考
え
た
い
・

明
治
四
十
二
（
一
九
○
九
）
年
（
四
歳
）

四
月
十
三
日
、
し
げ
子
は
日
本
女
子
大
学
校
（
現
日
本
女
子
大
学
）
家
政

（
一
ハ
）

学
部
に
第
九
回
生
と
し
て
入
学
す
る
。
日
本
女
子
大
学
蔵
の
学
籍
名
簿
に
は
、

小
瀧
し
げ
子
で
は
な
く
、
《
小
瀧
し
げ
》
と
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
の
と
こ

ろ
東
京
市
の
ど
の
小
学
校
に
通
っ
て
い
た
の
か
分
か
ら
な
い
が
、
《
高
等
女

學
校
か
ら
目
白
の
女
子
大
学
へ
入
っ
て
》
（
「
秀
夫
人
の
片
影
」
）
と
あ
り
、

同
記
事
中
で
《
學
校
に
ゐ
て
甘
へ
た
間
が
長
う
御
座
い
ま
し
た
の
で
》
と
い

っ
た
こ
と
ば
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
等
学
校
も
日
本
女
子
大
学
校
付
属
高
等

（
七
）

女
学
校
と
考
え
ら
れ
る
。

明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
（
型
歳
）

四
月
十
三
日
、
日
本
女
子
大
学
校
家
政
学
部
を
卒
業
す
る
。
大
学
部
第
九

回
・
高
等
女
学
校
第
十
一
回
・
豊
明
小
学
校
第
一
回
を
併
せ
た
合
同
の
卒
業

証
書
授
与
式
が
、
当
日
午
後
一
時
よ
り
新
講
堂
で
行
わ
れ
て
い
る
“
式
は
成

瀬
校
長
が
送
辞
を
述
べ
、
ほ
か
に
井
上
哲
次
郎
や
大
隈
重
信
ら
が
祝
辞
を
述

べ
て
い
る
（
明
妬
・
６
「
（
櫻
楓
會
會
報
）
花
紅
葉
」
第
十
集
）
。
彼
女
が
日

一
四

本
女
子
大
付
属
の
高
等
女
学
校
の
卒
業
生
だ
と
す
れ
ば
、
同
誌
「
母
校
通

信
」
記
事
か
ら
逆
算
し
て
七
期
生
か
八
期
生
で
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

四
月
二
十
日
、
秀
文
逸
と
結
婚
し
、
秀
姓
を
名
乗
る
。
彼
女
は
女
子
大
学

卒
業
後
、
七
日
目
に
し
て
秀
家
に
嫁
い
で
い
る
（
「
秀
夫
人
の
片
影
」
）
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
し
げ
子
の
結
婚
は
、
な
ぜ
か
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
十

一
月
と
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
夫
婦
の
結
婚
年
月
日
を
大
正

元
（
一
九
一
二
）
年
十
一
月
と
言
及
す
る
も
の
（
Ｂ
・
Ｃ
）
も
あ
れ
ば
、
年

マ
マ

月
日
を
具
体
的
に
示
し
て
い
な
い
も
の
（
Ｅ
）
、
さ
ら
に
大
正
一
年
と
の
み

記
し
て
い
る
も
の
（
Ｆ
や
『
日
本
女
性
録
」
）
な
ど
で
あ
る
。
ち
な
み
に

『
日
本
女
性
録
」
は
、
そ
の
成
立
過
程
が
あ
ま
り
確
か
で
な
く
、
印
刷
状
態

が
復
刻
に
見
え
る
こ
と
、
ま
た
、
各
項
目
の
執
筆
者
が
無
署
名
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
元
版
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
ら
か
に
し
な
い
（
Ｄ
）
。

一
方
、
夫
・
秀
文
逸
の
略
歴
を
記
す
杉
浦
善
三
の
「
電
氣
主
任
秀
文
逸

（
八
）

君
」
に
よ
れ
ば
、
秀
文
逸
は
欧
米
各
国
の
劇
場
へ
照
明
装
置
の
見
学
の
た
め

に
帝
劇
か
ら
派
遣
さ
れ
て
《
約
半
歳
後
に
亙
り
》
渡
欧
し
《
大
正
二
年
二
月

九
日
を
以
て
無
事
歸
朝
）
し
た
と
あ
る
．
こ
の
資
料
の
記
述
が
正
し
い
と
す

れ
ば
、
秀
文
逸
の
出
発
は
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年
の
七
月
下
旬
か
ら
八
月

の
上
旬
、
お
そ
く
と
も
九
月
初
旬
ま
で
に
出
国
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
秀
文
逸
が
い
っ
た
ん
欧
米
か
ら
帰
国
し
、
大
正
元
年
十
一
月
に
し
げ
子

と
挙
式
を
あ
げ
た
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
。
も
し
く
は
杉
浦
善
三
に
よ
る

《
約
半
歳
後
》
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
、
実
際
の
滞
在
期
間
は
三
カ
月
程
度

だ
っ
た
と
み
な
せ
ば
、
十
一
月
結
婚
説
と
辻
棲
が
合
う
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
安
成
二
郎
と
の
会
見
「
秀
夫
人
の
片
影
」



で
は
、
《
卒
業
後
七
日
目
に
は
も
う
、
秀
夫
人
に
な
っ
て
ゐ
た
》
と
の
言
及

が
あ
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
記
述
は
し
げ
子
自
身
に
よ
っ
て
容
認

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
記
事
か
ら
、
彼
女
が
明
治
四
十
五

（
一
九
一
二
）
年
四
月
二
十
日
の
時
点
で
秀
文
逸
の
妻
に
な
っ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
。
ま
た
、
日
本
女
子
大
学
校
を
卒
業
し
た
学
生
た
ち
の
校
友
会
と

マ
マ

し
て
組
織
さ
れ
る
櫻
楓
會
の
「
會
員
宿
所
姓
名
簿
」
に
は
、
家
生
学
部
九
回

生
と
し
て
、
同
（
一
九
一
二
）
年
六
月
の
時
点
で
、
す
で
に
《
秀
し
げ
子
》

と
し
て
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
傍
ら
に
は
旧
姓
《
小
瀧
》
と
付
記

さ
れ
て
い
る
（
前
出
「
（
櫻
楓
會
會
報
）
花
紅
葉
」
２
２
８
頁
）
。
し
か
も
、

彼
女
の
住
所
が
《
小
石
川
匠
大
塚
窪
町
二
四
》
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
場

所
が
秀
夫
妻
の
新
居
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。

明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
四
月
二
十
日
の
時
点
で
《
秀
夫
人
に
な
っ

て
ゐ
た
》
と
い
う
言
及
が
、
仮
に
秀
文
逸
と
の
婚
約
だ
け
を
意
味
す
る
も
の

だ
と
し
、
十
一
月
に
正
式
な
結
婚
式
が
行
わ
れ
た
の
だ
と
し
て
も
、
同
年
六

月
の
桜
楓
会
会
報
の
名
簿
に
《
旧
姓
小
瀧
》
と
付
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
い

さ
さ
か
服
に
落
ち
な
い
。
ま
た
、
夫
・
文
逸
の
渡
欧
期
間
が
現
実
に
約
半
年

間
に
お
よ
ぶ
も
の
で
、
大
正
二
年
二
月
九
日
の
帰
国
（
前
掲
「
電
氣
主
任

秀
文
逸
君
二
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
彼
の
出
国
は
お
そ
ら
く
大
正
元

（
一
九
一
二
）
年
八
月
の
中
旬
に
な
る
が
、
そ
の
間
に
秀
文
逸
が
し
げ
子
と

の
結
婚
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
帰
国
し
た
と
い
う
の
も
、
当
時
の
交
通
事
情
や

費
用
な
ど
を
考
え
る
と
あ
ま
り
現
実
的
で
は
な
い
。

以
上
の
点
か
ら
、
十
一
月
結
婚
説
の
可
能
性
は
き
わ
め
て
薄
く
、
こ
の
頃

の
し
げ
子
の
足
跡
は
、
明
治
四
十
五
年
四
月
十
三
日
に
日
本
女
子
大
学
を
卒

〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ｉ

業
し
、
同
年
四
月
二
十
日
に
秀
文
逸
と
結
婚
、
大
正
元
年
八
月
頃
、
夫
・
文

逸
が
欧
米
各
国
の
劇
場
を
視
察
す
る
た
め
に
出
発
、
翌
大
正
二
年
二
月
九
日

に
帰
国
し
た
、
と
考
え
る
の
が
順
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
妙
な
挿
話
が
あ
る
。
そ
れ
は
秀
夫
妻
が
あ
ま
り
似
合

い
の
夫
婦
で
な
か
っ
た
と
す
る
説
で
あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
秀
文
逸
と

い
う
人
物
が
《
「
堂
々
と
し
た
外
見
で
、
事
実
ま
さ
に
紳
士
で
あ
っ
た
が
、

穏
や
か
な
人
柄
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
花
洋
と
し
て
何
を
考
え
て
い
る
の
か

外
に
表
わ
さ
な
い
風
二
な
人
で
あ
っ
た
た
め
に
、
《
と
に
か
く
彼
等
夫
婦
は

だ
れ
の
目
に
も
あ
ま
り
似
合
い
の
組
み
合
わ
せ
に
は
み
え
な
か
っ
た
》
と
伝

聞
形
式
で
書
か
れ
（
Ｃ
）
、
あ
た
か
も
彼
ら
が
形
ば
か
り
の
夫
婦
関
係
で
あ
っ

た
か
の
よ
う
な
物
言
い
で
あ
る
。
何
を
典
拠
と
す
る
の
か
不
明
だ
が
、
こ
う

し
た
伝
聞
が
一
方
で
ひ
と
り
歩
き
を
し
、
し
げ
子
の
人
間
像
を
ゆ
が
め
て
き

た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

し
か
し
、
安
成
二
郎
と
の
会
見
で
は
《
「
毎
晩
、
旦
那
さ
ん
を
帝
劇
に
お

迎
ひ
に
お
出
で
に
な
る
さ
う
で
す
ね
。
」
》
と
聞
か
れ
、
そ
の
質
問
に
対
し
て

し
げ
子
は
《
「
初
日
だ
け
で
御
座
い
ま
す
の
よ
・
前
に
は
ち
っ
と
も
二
人
で

歩
け
な
い
の
を
つ
ま
ら
な
い
と
思
ひ
ま
し
た
け
れ
ど
」
》
と
答
え
て
い
る
。

夫
を
劇
場
ま
で
迎
え
に
出
る
こ
と
が
、
わ
ざ
わ
ざ
会
見
で
質
問
さ
れ
る
ほ
ど

目
立
つ
行
動
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
当
時
の
婦
徳
と
い
う
常
識
に
ふ
さ
わ
し

く
甲
斐
甲
斐
し
い
妻
の
役
割
を
演
じ
た
結
果
に
せ
よ
、
ま
た
、
し
げ
子
自
身

が
外
出
好
き
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
そ
こ
に
は
周
囲
の
評
判
な
ど
を
気
に
も
留

め
ず
、
忙
し
い
夫
と
少
し
で
も
一
緒
に
居
た
い
気
持
ち
を
素
直
に
あ
ら
わ
す

人
物
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
《
「
前
に
は
（
中
略
）
つ
ま
ら
な
い
と
思
ひ
ま

五



し
た
け
れ
ど
」
》
と
い
う
口
振
り
に
は
、
慕
っ
て
い
る
夫
と
と
も
に
帰
路
だ

け
で
も
一
緒
に
歩
い
て
い
た
い
と
い
う
、
新
婚
生
活
の
新
妻
の
気
持
ち
が
回

想
の
口
調
で
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

《
荘
洋
と
し
て
何
を
考
え
て
い
る
の
か
外
に
表
わ
》
さ
な
い
夫
と
の
結
婚
生

活
を
、
そ
の
ま
ま
彼
ら
夫
婦
の
冷
淡
な
関
係
だ
と
決
め
つ
け
る
の
は
、
先
入

観
に
縛
ら
れ
す
ぎ
た
見
解
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
さ
き
ほ
ど
掲
げ
た
杉
浦
善
三
の
「
電
氣
主
任
秀
文
逸
君
」
を
中

心
に
、
し
げ
子
の
夫
で
あ
る
秀
文
逸
に
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。
序
で
も
述

べ
た
よ
う
に
夫
・
文
逸
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
た
こ

と
が
な
く
、
彼
の
人
間
像
が
不
明
で
あ
る
こ
と
も
妻
・
し
げ
子
像
に
必
要
以

上
の
バ
イ
ア
ス
を
か
け
る
一
因
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
先
に

も
述
、
へ
た
た
よ
う
に
杉
浦
の
記
し
た
資
料
に
は
、
秀
文
逸
の
略
歴
が
掲
げ
ら

れ
、
ま
た
彼
の
鮮
明
な
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
［
巻
末
写
真
資
料
①
］
・

し
げ
子
よ
り
七
歳
年
上
の
文
逸
は
、
明
治
十
六
（
’
八
八
三
）
年
十
二
月

ス
ヤ
マ
ソ
ン
（
九
〉

に
岡
山
県
小
田
郡
陶
山
村
に
生
ま
れ
た
（
Ｃ
）
・
明
治
四
十
二
年
、
二
十
六

歳
で
東
京
高
等
工
業
学
校
の
電
気
科
（
現
東
京
工
業
大
学
）
を
卒
業
し
、
そ

の
後
横
河
工
務
所
に
入
社
す
る
。
秀
文
逸
は
横
河
工
務
所
の
社
員
と
し
て
、

帝
国
劇
場
を
は
じ
め
三
越
呉
服
店
そ
の
他
大
建
築
物
の
照
明
工
事
を
手
掛
け

て
お
り
、
少
壮
気
鋭
の
電
気
技
術
者
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
文
逸
は
同
社
の

西
野
前
専
務
や
横
河
工
学
博
士
ら
に
推
挙
さ
れ
、
帝
国
劇
場
株
式
会
社
に
転

第
二
章
夫
・
秀
文
逸

｜
｛
ハ

職
し
、
帝
劇
の
電
気
主
任
と
な
っ
て
着
任
す
る
。

た
と
え
ば
雑
誌
『
帝
劇
』
に
、
大
正
十
二
年
や
大
正
十
五
年
の
「
社
務
多

（
○
）

忙
に
付
年
始
の
禮
を
鉄
申
候
」
と
題
さ
れ
た
劇
場
か
ら
の
年
始
挨
拶
状
が
あ

り
、
そ
こ
に
社
員
一
同
と
し
て
秀
文
逸
の
名
前
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
同
じ

（
十
二

じ
く
、
大
正
十
五
年
八
月
の
劇
場
か
ら
の
「
暑
中
御
見
舞
申
上
候
」
と
い
う

挨
拶
状
に
も
、
同
様
の
形
式
で
秀
文
逸
の
名
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
正
十

（
十
二
）

｜
年
一
月
十
一
日
に
は
、
帝
劇
の
山
本
久
三
郎
専
務
の
発
議
に
よ
っ
て
「
帝

劇
舞
臺
装
置
研
究
會
」
の
発
会
式
が
行
わ
れ
、
秀
文
逸
も
出
席
し
て
い
る
。

マ
マ
（
十
三
）

ほ
か
に
大
正
十
三
年
十
月
の
「
帝
劇
管
業
演
出
雨
方
面
の
新
陣
口
容
』
に
は
、

劇
場
専
属
の
俳
優
や
技
術
社
員
ら
が
新
し
く
配
置
さ
れ
た
部
署
の
報
告
が
掲

マ
マ

げ
ら
れ
て
お
り
、
秀
文
逸
の
名
も
《
電
機
主
任
》
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
秀
文
逸
が
横
河
工
務
所
か
ら
帝
劇
へ
移
り
、
帝
劇

の
社
員
と
な
っ
た
こ
と
が
跡
付
け
ら
れ
る
が
、
彼
が
い
つ
ご
ろ
帝
国
劇
場
に

入
社
し
た
の
か
、
具
体
的
な
期
日
は
特
定
で
き
な
い
。
だ
が
、
文
逸
が
帝
劇

（
十
四
）

に
《
入
社
後
幾
莫
も
な
く
し
て
、
欧
米
に
派
遣
》
さ
れ
た
と
い
う
記
述
か
ら

推
せ
ば
、
そ
の
時
期
は
、
人
事
移
動
が
行
わ
れ
る
大
正
元
（
一
九
一
二
）
年

の
春
先
（
四
月
頃
）
か
ら
渡
航
直
前
の
初
夏
（
六
乃
至
七
月
頃
）
あ
た
り
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
き
ほ
ど
秀
夫
妻
の
結
婚
期
日
に
つ
い
て
の
言
及
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、

文
逸
は
欧
米
各
国
の
劇
場
を
視
察
し
て
帰
国
後
、
電
気
工
学
に
関
す
る
最
新

の
情
報
を
学
ん
だ
新
進
技
術
者
と
し
て
、
帝
國
劇
場
の
照
明
や
電
気
設
備
の

充
実
に
貢
献
し
た
。
た
と
・
え
ば
大
正
十
四
年
八
月
号
の
『
帝
劇
」
に
、
文
逸

〈
十
五
）

は
「
ア
ド
ソ
ー
ル
應
用
冷
房
装
置
に
就
い
て
」
と
い
う
原
稿
を
寄
せ
、
大
規



大
正
三
二
九
一
四
）
年
（
塑
歳
）

こ
の
年
、
し
げ
子
は
長
男
・
不
二
彦
を
出
産
（
Ｂ
・
Ｃ
．
Ｆ
）
。
た
だ
し
、

誕
生
月
日
は
不
明
で
あ
る
。
し
げ
子
は
心
臓
が
弱
か
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
為

に
子
供
に
母
乳
を
与
え
た
り
、
抱
い
て
歩
く
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
（
「
秀

夫
人
の
片
影
」
）
。
長
男
の
不
二
彦
は
、
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
を
卒
業
し
、

大
正
五
年
生
ま
れ
の
県
立
高
知
高
等
女
学
校
を
卒
業
し
た
女
性
・
岐
美
子

（
旧
姓
不
詳
）
と
結
婚
、
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
社
に
勤
務
し
た
（
「
日
本
女
性

録
」
）
と
伝
え
ら
れ
る
。

大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
（
妬
歳
）

九
月
、
「
大
正
婦
人
録
補
遺
（
三
）
」
に
秀
し
げ
子
の
略
歴
が
載
せ
ら
れ
“

記
載
さ
れ
る
住
所
は
《
下
谷
匡
上
野
櫻
木
町
》
と
あ
る
。
（
「
女
の
世
界
』
大

５
．
９
，
２
巻
９
号
）
・
結
婚
当
初
に
住
ん
で
い
た
《
小
石
川
匡
大
塚
窪
町

二
四
》
か
ら
、
大
正
五
年
九
月
ま
で
に
上
記
の
住
所
に
転
居
し
た
の
で
あ
る

（
十
六
）

う
。
十
月
頃
、
有
楽
座
の
廊
下
で
、
青
柳
（
有
美
ｌ
筆
者
注
）
か
ら
安
成
二

模
な
劇
場
空
間
を
夏
場
ど
の
よ
う
に
冷
却
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
冷
房
方
法

に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
る
。
冷
房
装
置
が
ま
だ
世
間
に
あ
ま
り
普
及
し
て

お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
汎
用
性
も
少
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
時
代
に
、
い
ち
早
く

新
技
術
を
導
入
し
た
証
と
も
い
え
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
文
逸
が
電
気
主
任
と

し
て
劇
場
の
電
気
機
器
業
務
に
携
わ
る
主
要
な
社
員
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

第
三
章
〈
新
し
い
女
〉
へ
の
接
近

〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ｉ

郎
を
紹
介
さ
れ
る
（
「
秀
夫
人
の
片
影
」
）
。

十
月
十
五
日
、
秋
雨
の
な
か
午
後
一
時
か
ら
東
京
市
芝
区
に
あ
る
青
松
寺

で
、
ビ
ア
ト
リ
ス
社
主
催
の
第
一
回
「
故
女
流
作
家
追
慕
會
」
が
行
わ
れ
、

五
十
名
以
上
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
安
成
二
郎
も
来
会
し
て
お
り
、

秀
し
げ
子
も
出
席
し
て
い
る
。
こ
の
会
は
、
樋
口
一
葉
・
大
塚
楠
緒
子
・
瀬

沼
夏
葉
ら
優
れ
た
才
能
を
抱
き
な
が
ら
惜
し
く
も
天
折
し
た
明
治
以
来
の
閨

秀
作
家
を
追
慕
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
当
日
の
天
候
も
会
の
趣
旨
に

（
荘
）

ふ
さ
わ
し
い
時
雨
空
と
記
さ
れ
、
会
は
午
後
五
時
す
ぎ
に
散
会
し
て
い
る
。

同
月
二
十
三
日
付
の
「
東
京
朝
日
新
聞
』
第
五
面
に
「
「
新
し
い
女
」
の
新

し
い
団
篭
」
と
い
う
記
事
が
載
り
、
ビ
ア
ト
リ
ス
社
の
活
動
と
そ
の
機
関
雑

誌
「
ビ
ア
ト
リ
ス
』
が
紹
介
さ
れ
、
そ
こ
に
会
員
と
し
て
し
げ
子
の
姓
名
と

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
［
巻
末
写
真
資
料
②
］
・

ト
モ
ネ

十
一
月
、
鞆
音
と
い
う
号
で
「
ま
ぼ
ろ
し
」
八
首
を
詠
ん
で
い
る
（
「
ビ

ア
ト
リ
ア
ス
』
１
巻
５
号
・
“
頁
）
・
吉
田
精
一
氏
は
、
し
げ
子
が
《
泉
鏡

花
を
崇
拝
》
し
て
い
た
た
め
に
、
雅
号
の
鞆
音
も
鏡
花
の
作
品
中
に
あ
る
人

（
補
注
三
）

名
か
ら
と
っ
た
と
記
す
。
し
げ
子
自
身
、
学
生
時
代
の
ひ
と
頃
に
泉
鏡
花
の

作
品
に
傾
倒
し
た
と
述
べ
て
お
り
、
鏡
花
作
中
の
女
性
の
性
格
に
惹
か
れ
、

〈
十
八
〉

雅
号
の
鞆
音
は
《
鏡
花
さ
ん
の
小
説
の
中
の
綺
麗
な
娘
の
名
を
と
っ
た
》
と

語
っ
て
い
る
が
、
現
在
、
調
査
中
で
あ
る
。

大
正
六
（
’
九
一
七
）
年
（
刀
歳
）

一
月
三
日
、
「
女
の
世
界
」
が
主
催
す
る
第
一
回
の
「
か
る
た
會
」
に
出

席
し
て
い
る
。
散
会
は
午
後
十
一
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
琴
平
町
に

帰
る
人
々
と
と
も
に
、
豊
川
稲
荷
前
か
ら
赤
坂
見
附
ま
で
歩
い
た
。
そ
こ
か

七



ら
外
濠
線
の
電
車
に
乗
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
三
人
の
男
性
た
ち
（
姓
名

不
詳
）
が
さ
ら
に
歩
く
こ
と
を
主
張
し
た
た
め
、
三
人
の
女
性
も
同
意
し
て

随
分
と
歩
い
た
よ
う
だ
（
「
秀
夫
人
の
片
影
」
）
。
同
月
中
旬
、
五
反
田
に
あ

る
ビ
ア
ト
リ
ス
社
同
人
の
岡
田
幸
子
宅
で
開
か
れ
た
ビ
ア
ト
リ
ス
社
の
新
年

會
に
も
出
席
し
て
い
る
。
散
会
後
、
し
げ
子
は
、
当
日
の
会
に
ビ
ァ
ト
リ
ス

社
か
ら
招
待
さ
れ
て
い
た
安
成
二
郎
と
と
も
に
五
反
田
か
ら
新
橋
ま
で
山
の

（
戎
〉

手
線
に
乗
り
合
わ
せ
、
帰
路
に
つ
い
た
（
「
秀
夫
人
の
片
影
」
）
二
月
、

「
歌
留
多
會
の
後
に
」
と
題
し
、
先
月
催
さ
れ
た
「
か
る
た
會
」
の
印
象
記

を
寄
稿
し
て
い
る
（
「
女
の
世
界
」
大
６
．
２
）
。

三
月
、
秀
し
げ
子
の
会
見
記
（
全
六
頁
に
わ
た
る
）
な
ら
び
に
写
真
が

「
秀
夫
人
の
片
影
～
新
し
き
文
学
を
愛
す
る
新
し
き
夫
人
」
と
題
し
て
掲
載

さ
れ
た
（
『
女
の
世
界
』
）
［
巻
末
写
真
資
料
（
Ｆ
）
③
］
。

四
月
、
「
病
み
て
あ
る
日
」
八
首
を
秀
鞆
音
で
発
表
す
る
（
「
ビ
ア
ト
リ

ス
」
２
巻
３
号
）
。

五
月
、
「
大
正
婦
人
録
」
に
、
秀
し
げ
子
の
略
歴
も
掲
載
さ
れ
、
記
載
さ

れ
た
住
所
が
《
芝
匡
櫻
川
町
八
》
と
あ
る
（
『
女
の
世
界
」
３
巻
５
号
）
。
前

々
月
掲
載
さ
れ
た
安
成
二
郎
と
の
会
見
記
（
「
秀
夫
人
の
片
影
」
）
に
も
、
取

材
の
た
め
に
秀
の
家
が
あ
る
《
芝
の
櫻
川
町
の
お
宅
を
訪
れ
て
》
と
あ
る
の

で
、
大
正
五
年
九
月
の
「
大
正
婦
人
録
補
遺
（
三
）
」
（
前
出
）
に
記
載
さ
れ

た
《
下
谷
睡
上
野
櫻
木
町
》
の
地
か
ら
、
大
正
六
年
二
月
ま
で
に
《
芝
匡
櫻

川
町
八
》
に
転
居
し
た
の
で
あ
ろ
う
ｐ

六
月
、
秀
鞆
音
で
「
白
菖
蒲
」
を
発
表
（
『
女
の
世
界
』
３
巻
６
号
）
。

（
二
○
）

八
月
十
四
日
前
後
、
勝
浦
（
現
千
葉
県
勝
浦
）
へ
旅
行
し
て
い
る
。

一
八

九
月
、
秀
鞆
音
で
「
堪
へ
が
た
き
日
に
」
を
発
表
（
「
女
の
世
界
」
３
巻

９
号
）
ｏ

十
一
月
、
秀
鞆
音
で
「
霧
の
流
」
十
四
首
を
発
表
（
『
潮
音
』
３
巻
ｎ
号
）

こ
の
頃
か
ら
し
げ
子
の
歌
が
太
田
水
穂
の
主
催
す
る
短
歌
雑
誌
「
潮
音
』

に
載
せ
ら
れ
始
め
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
霧
の
流
」
の
掲
載
誌
は
い
ま
ま
で

「
潮
音
」
の
三
巻
四
号
（
大
正
六
年
四
月
）
と
記
さ
れ
て
き
た
（
Ａ
）
が
、

同
誌
に
当
該
作
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
名
の
作
品
は
前
述
の
通
り
三
巻

十
一
号
（
大
正
六
年
十
一
月
）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
の
掲
載
月
に

こ
だ
わ
る
の
は
、
し
げ
子
の
「
潮
音
」
へ
の
参
加
時
期
を
問
題
と
す
る
た
め

で
、
潮
音
社
お
よ
び
同
人
た
ち
と
い
つ
か
ら
関
わ
り
を
持
ち
始
め
た
の
か
が

検
討
材
料
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
も
ま
た
別
の
機
会
に
詳
述
し
た
い
。

同
月
十
・
一
日
の
第
二
日
曜
日
、
潮
音
社
主
催
の
「
植
物
園
の
歌
會
」
に
出

席
す
る
。
こ
の
日
の
天
候
は
先
日
来
の
雨
が
上
が
っ
た
晩
秋
の
青
空
で
あ
っ

た
ら
し
く
、
ま
た
街
の
雑
音
は
立
ち
並
ぶ
木
立
の
向
こ
う
か
ら
《
わ
ず
か
な

音
律
を
響
か
せ
る
》
と
い
っ
た
状
況
の
な
か
、
紅
葉
し
た
木
立
を
背
景
に
歌

会
が
開
か
れ
て
い
る
。
当
日
の
参
加
者
は
十
三
名
で
あ
り
、
「
虫
穴
に
入
る
」

「
墓
」
「
黒
髪
」
な
ど
の
難
題
が
含
ま
れ
た
探
題
の
な
か
か
ら
各
人
が
抽
選

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
題
を
引
い
た
。
小
春
日
和
に
照
ら
さ
れ
た
暖
か
い
芝

生
の
上
に
坐
っ
て
果
物
を
食
べ
な
が
ら
も
、
出
席
者
は
句
作
に
苦
労
し
た
ら

し
い
。
そ
の
後
、
社
友
ら
の
詠
ん
だ
歌
は
太
田
水
穗
に
よ
っ
て
批
評
や
添
削

（
一
一
一
）

が
な
さ
れ
て
い
る
。
星
空
の
も
と
、
植
物
園
付
近
の
竹
早
町
の
停
留
所
で
散

会
し
て
い
る
二
〕
潮
音
』
３
巻
ｎ
号
）
心

十
二
月
、
「
秋
の
日
ざ
し
」
十
首
を
秀
鞆
音
子
で
発
表
（
「
潮
音
」
３
巻



ｎ
号
）
・
先
月
の
潮
音
社
の
催
し
「
植
物
園
の
歌
會
」
の
報
告
が
あ
り
、
会

に
参
加
し
た
十
三
名
の
う
ち
十
一
名
が
入
選
し
、
一
首
ず
つ
載
せ
ら
れ
て
い

る
。
し
げ
子
は
「
秋
の
夜
」
が
探
題
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
歌
が
載
っ
て

い
る
（
『
潮
音
」
３
巻
ｎ
号
）
。

大
正
七
二
九
一
八
）
年
（
狙
歳
）

一
月
、
「
冬
枯
る
ふ
頃
」
八
首
を
秀
鞆
音
子
で
発
表
（
『
潮
音
』
４
巻
１

号
）
。
同
月
、
「
女
の
世
界
』
（
４
巻
１
号
）
巻
末
に
新
年
挨
拶
と
し
て
九
十

三
名
の
名
が
記
さ
れ
、
＆
秀
鞆
音
で
名
を
連
ね
る
。
・

二
月
、
「
新
し
き
日
に
」
九
首
を
秀
鞆
音
子
で
発
表
（
「
潮
音
』
４
巻
２

口
万
）
ｏ三

月
、
「
鵯
の
聲
」
十
首
を
秀
鞆
音
子
で
発
表
（
『
潮
音
」
４
巻
３
号
）
。

四
月
、
「
早
春
の
歌
」
九
首
を
秀
鞆
音
子
で
発
表
（
「
潮
音
』
４
巻
４
号
）
。

（
’
’
一
一
）

同
月
七
日
、
川
俣
慶
一
や
中
尾
未
承
ら
と
と
も
に
「
十
日
會
」
の
幹
事
と
し

〈
一
一
一
一
一
）

て
川
甚
へ
遠
足
會
を
催
し
て
い
る
。
し
げ
子
が
歌
壇
や
文
壇
と
交
流
し
始
め

た
き
っ
か
け
と
し
て
、
こ
の
「
十
日
會
」
や
ビ
ア
ト
リ
ス
社
同
人
ら
と
の
交

流
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
別
の
機
会
で
考
察
し

た
い
。

五
月
、
「
春
の
憎
み
」
十
首
を
秀
鞆
音
子
で
発
表
（
「
潮
音
」
４
巻
５
号
）
。

「
春
の
憎
み
」
の
八
首
目
に
、
《
春
深
み
父
が
御
墓
の
盛
り
土
の
く
ろ
み
そ

め
け
り
う
れ
ゐ
し
ま
に
》
と
詠
ま
れ
た
も
の
や
、
続
く
九
首
目
に
《
切
り
髪

の
母
の
う
な
ぢ
に
や
せ
み
え
て
又
新
し
き
涙
お
ぼ
ゆ
る
》
と
い
う
表
現
が
み

え
、
ま
た
、
四
首
目
に
《
信
濃
路
の
雪
》
の
直
後
に
《
（
歸
郷
）
》
と
付
記
さ

（
秀
し
げ
子
〉
、
の
た
め
に
Ｉ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
し
て
、
大
正
七
年
四
月
以
前
の
頃
、
し
げ
子
の

父
・
小
瀧
顕
八
が
亡
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
月
十
七
日
前
後
、
京
阪
地

二
’
四
）

方
お
よ
び
奈
良
へ
旅
行
し
て
い
る
。

六
月
二
十
三
日
午
前
十
時
よ
り
、
小
石
川
区
三
軒
町
清
水
谷
の
道
庵
で
催

さ
れ
た
潮
音
社
三
周
年
記
念
短
歌
会
に
出
席
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
午
前
中

は
連
日
の
梅
雨
空
が
止
み
、
一
時
の
晴
れ
間
だ
っ
た
ら
し
い
。
会
の
出
席
者

は
総
数
二
十
三
名
で
あ
り
、
午
前
十
一
時
過
ぎ
に
は
道
庵
の
二
室
が
出
席
者

で
埋
ま
り
、
廊
下
の
端
に
ま
で
人
が
溢
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
社
友
ら
は
あ
ら

か
じ
め
課
さ
れ
た
「
夏
草
」
と
「
燈
」
の
兼
題
を
清
書
し
て
当
日
携
え
て
い

る
。
兼
題
以
外
に
「
梅
雨
」
や
「
雀
」
・
「
曇
り
」
な
ど
の
即
題
が
昼
前
か
ら

詠
わ
れ
る
が
、
昼
食
の
寿
司
が
午
後
一
時
過
ぎ
ま
で
届
か
ず
、
出
席
者
は
空

腹
を
抱
え
て
互
選
に
よ
る
選
歌
を
交
互
に
朗
詠
し
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

遅
い
昼
食
を
終
え
、
一
通
り
の
披
講
も
済
ん
で
各
人
の
詠
ん
だ
歌
の
批
評
に

移
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
次
第
に
あ
や
し
く
な
り
は
じ
め
た
空
模
様
は
、

散
会
の
午
後
六
時
ご
ろ
ま
で
持
ち
こ
た
え
た
よ
う
で
、
各
人
は
大
急
ぎ
で
帰

宅
の
途
に
向
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（
『
潮
音
』
４
巻
７
号
）
。

七
月
、
「
一
途
の
聲
」
八
首
を
鞆
音
で
発
表
（
「
潮
音
」
４
巻
７
号
）
。
こ

の
「
一
途
の
聲
」
に
は
、
前
々
月
に
関
西
へ
旅
し
た
風
景
が
織
り
込
ま
れ
、

《
春
日
野
の
藤
》
・
《
仁
和
寺
の
鐘
》
・
《
清
水
の
舞
臺
》
・
《
鴨
川
の
水
》
・
《
住

吉
の
磯
》
な
ど
、
京
阪
や
奈
良
の
景
観
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
同
号
に
、
先
月

潮
音
社
が
催
し
た
三
周
年
記
念
短
歌
会
の
報
告
が
な
さ
れ
、
し
げ
子
の
歌
は

即
題
で
洩
れ
て
い
る
が
、
兼
題
の
「
夏
草
」
で
選
歌
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
当

日
の
出
席
者
の
氏
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
女
流
歌
人
で
は
最
初
に
秀
鞆

九



音
子
の
名
前
が
上
が
っ
て
い
る
（
『
潮
音
』
４
巻
７
号
）
。

八
月
、
「
烏
か
げ
」
九
首
を
秀
鞆
音
子
で
発
表
（
「
潮
音
」
４
巻
８
号
）
。

同
月
十
二
日
前
後
、
信
州
安
代
温
泉
山
口
屋
に
滞
在
し
、
二
十
日
頃
軽
井
澤

（
二
五
）

へ
赴
き
、
八
月
末
帰
京
す
る
予
定
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
同
月
二
十
六
日
に

「
岩
野
泡
鳴
氏
筆
禍
慰
問
懇
親
會
」
が
雑
司
谷
の
開
泉
閣
で
催
さ
れ
た
。
岩

野
泡
鳴
の
小
説
が
「
新
小
説
」
と
「
雄
蕪
」
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
発
売
禁
止
の
措
置
を
受
け
、
そ
の
筆
禍
を
慰
め
る
た
め
の
懇
親
会
で
あ

（
｜
ヱ
ハ
〉

っ
た
。
こ
の
懇
親
会
の
模
様
を
撮
影
し
た
写
真
が
「
讃
實
新
聞
」
紙
上
に
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
秀
し
げ
子
ら
し
き
人
物
も
同
席
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
当
該
記
事
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
全
員
の
名
前
が
記
さ
れ
て
お

ら
ず
、
し
げ
子
の
名
前
も
見
当
た
ら
な
い
が
、
彼
女
が
泡
鳴
主
催
の
「
十
日

會
」
に
初
期
の
こ
ろ
か
ら
参
加
し
て
い
た
こ
と
や
同
会
の
趣
旨
な
ど
か
ら
し

て
出
席
し
て
い
た
可
能
性
は
高
く
、
ま
た
、
他
の
写
真
と
の
比
較
か
ら
も
秀

（
二
七
）

し
げ
子
当
人
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
姿
が
見
え
る
［
巻
末
写
真
資
料
④
］
。

た
だ
し
、
十
月
号
の
『
潮
音
』
に
《
秀
鞆
音
子
は
信
州
澁
温
泉
よ
り
歸
京
》

（
４
巻
Ⅲ
号
「
編
輯
消
息
」
）
と
の
記
事
が
あ
り
、
滞
在
先
が
違
う
こ
と
か

ら
再
度
の
信
州
行
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
も
し
か
す
る
と
岩
野
泡
鳴
の
慰
問

懇
親
会
に
出
席
せ
ず
、
八
月
十
二
日
前
後
か
ら
九
月
半
ば
ま
で
の
約
一
ヶ
月

余
り
、
信
州
に
居
続
け
で
避
暑
を
楽
し
ん
だ
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
号
の
歌
は
お
そ
ら
く
こ
の
信
州
旅
行
の
風
景
を
詠

み
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
ま
た
、
《
一
人
旅
》
と
い
う
表
現
も
織

り
込
ま
れ
て
い
る
（
「
潮
音
」
４
巻
Ｓ
号
）
が
、
実
際
に
一
人
旅
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
く
、
約
一
ヶ
月
余
の
間
、
家
庭
を
空
け
る
こ
と
が

序
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
で
も
っ
ぱ
ら
芥
川
と
出

会
う
以
前
の
秀
し
げ
子
の
足
跡
を
眺
め
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
芥
川
と
の
避
遁

以
後
の
彼
女
の
経
歴
お
よ
び
歌
人
と
し
て
の
評
価
や
解
釈
、
な
ら
び
に
歌
の

紹
介
、
ま
た
ほ
か
に
ビ
ア
ト
リ
ス
社
な
ど
当
時
の
〈
新
し
い
女
〉
と
彼
女
と

の
関
わ
り
な
ど
は
槁
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

可
能
だ
っ
た
ろ
う
か
。

九
月
、
「
眞
夏
の
夢
」
九
首
を
秀
鞆
音
子
で
発
表
（
『
潮
音
」
４
巻
９
号
）
。

同
月
十
日
、
「
＋
日
會
」
の
九
月
例
会
に
出
席
し
て
い
る
。
当
日
の
出
席

者
は
、
岡
本
か
の
子
や
蒲
原
英
枝
ら
の
ほ
か
、
し
げ
子
も
含
め
て
十
三
名
で

あ
っ
た
。
翌
月
六
日
付
け
の
『
読
売
新
聞
』
に
は
、
こ
の
「
十
日
會
」
例
会

（
’
一
八
）

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
［
巻
末
写
真

資
料
⑤
］
。

十
月
、
「
秋
風
篇
」
九
首
を
秀
鞆
音
子
で
発
表
（
「
潮
音
」
４
巻
旧
号
）
・

十
一
月
、
「
草
紅
葉
」
七
首
を
鞆
音
で
発
表
（
「
潮
音
」
４
巻
Ⅱ
号
）
・

十
二
月
、
「
熱
に
惜
み
て
」
十
首
を
秀
鞆
音
子
で
発
表
（
『
潮
音
』
４
巻

ｕ
号
）
。

お
わ
り
に

二

○
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難諜落
に
荻
‐
り
て
、
仔
剛
削
場
に
於
け
る
照
明
装
世
と
見
畢
し
、
大
正
二
年
二
月
九
日
・
筵
以
一
℃
撫

半
姉
櫻
寸
。
帝
固
劇
場
↑
か
照
明
の
黙
に
於
李
一
」
通
か
に
群
・
亡
披
く
鳴
禽
の
如
き
斯
泄
技

術
家
の
仏
れ
け
心
り

凸
は
岡
山
一

東
京
尚
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工
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狐
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ｆ
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仏
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縣
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．
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三
越
央
服
店
其
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肌
工
雅
◇
と
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秀
じ
乙
少
壯
拠
術
門

１
，
１
ｇ
‐
ロ
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巴
マ
ー
Ｉ

と
し
て
光
稚
に
咽
Ⅲ
せ
・
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Ｌ
‐
・
側
削
Ｗ

ｊ
ｌ
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ｊ

野
川
都
沸
及
樅
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帝
刷
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北
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大
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軋
圷
卿
除
Ｅ
ろ
．
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心
蛋
心
い
維
士
唾
尚
同
ぽ

う
｝
咄
Ｈ
旧
い
寺
，
戸
．
帥
鉾
か
蜘
哩
叫
罰
ｆ
Ｚ
醒
必
や
脚
心
必
垢
吋
手
吋
・
日
荊
起
昨
Ｌ
Ｐ
則
Ｆ
や

ロ
ロ
。
皇
・
‐
Ｐ
．
？
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、
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Ｌ
ｑ
Ｉ
脚
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伊
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田
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ｊ
両
帖
仏
■
脚
⑥
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町
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凡

且
眠
く
Ｍ
冊
陀
ｈ
叩
く
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ｕ
Ｔ
い
。
虻
岫
艮
剖
ｑ
・

転
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鋸
唇
Ｆ
１
註
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守
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一
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Ｐ
ｂ
恥
呼
評
坪
Ⅱ
・
吋
プ
マ
房
即
宣
酎
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こ
い
Ｔ
拭
血
的
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届
臼
廿
扮
司

‐
’
１
Ｔ
今
Ｅ
肌
ｔ
Ｕ
に
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艮
時
伯
Ⅸ
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令
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審
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踞
叩
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１
ｉ
‐
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一
・
帆
Ｊ
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に
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が
ん
ゾ
ー
関
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ｄ
Ｆ
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Ｆ
監
勾
〆
リ

ピ
Ｆ
Ｊ
Ｉ
尹
伊
わ
？
二
岨
Ｔ
Ｌ
も
岫
靴
ｎ
Ｆ
ｈ
ｚ

ｊ
、
．
｝
‐
日
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咋
肋
味
時
阿
山
乱
脈
、
ｚ
・
Ｆ
Ｉ
Ｆ
冑
印
印

０
０
１
画
。
‐
卜

ｒ
‐
、
ｊ
今
‐
‐
ご
；
．
、
Ｉ
Ｄ
Ｉ
』
・
・
・
・
小
Ｐ
，
ｒ
Ｆ
Ｅ
嘔
軍
晶
疋
岸
仙
止
夙
尺
轆
‐
■
■
Ｆ

屈
人
岨
杜
ｐ
ｆ
Ｈ
ｒ
Ｆ
Ｎ
仰
い
ず
了
夙
卜
し
守
門

。
。
↓
・
□
‐
、
ご
・
・
‐
・
‐
．
●
．
四
Ｆ
も
Ｉ
“
上
ザ
Ⅳ
１
腓
・
Ｉ
●
仙
咋
Ｉ
ｖ
４
仏
両

下
ｆ
，
Ｊ
Ｒ
辞
Ｔ
ふ
み
祁
凹
に
〆
■
に
咄
？
ｒ
且

‐
。
“
ワ
ム
ｆ
、
‐
ｒ
・
・
Ⅷ
岫
口
い
ワ
ー
凸
・
Ｐ
こ
ぐ
戸
吟
じ
Ｅ
■
；
マ
リ
今
争

界
側
凡
西
野
Ｉ
凡
畠
‐
Ｖ
‐
・
‐
・
Ｈ
ｑ
ｂ
陞
證
４
叫
呵。

？
・
Ｉ
，
‐
Ａ
Ｔ
ｒ
酔
乃
凸
、
胸
伺
岸
守
叩
１
頁
ザ
申

い
今
４
ｆ
Ｆ
ｎ
叩
▼
血
専
行
も
山
島
煎
り
■
■
４
口

。
■
ｑ
ｏ
ｑ
０
俳
・
Ｊ
ｒ
沙
貼

■
伊
田
小
Ｆ
、
７
Ｊ
’
１
１
．
ｒ
官
】
、
，
玲
凹
々
日
‐
‐
‐
‐
１
１
１
‐
・
‐
‐
ｌ
ｌ
ｌ
‐

宙
ｈ
泗
肌
Ａ
Ｔ

Ａ
応
の
陀
禰
岻
酔
ほ
り
侯
卜
日
十
坪

っ
マ
・
叶
舛
爵
頭
無
痔
半
一
一
酷
．

倫
轆
月
Ｔ
Ｈ
伊
此
、
Ⅱ
て
ぴ
苓
耳
・
・
角
Ａ
Ｆ
Ｔ

守
り
上
‐
Ｆ
日
下
・
ヒ
ヶ
含
Ｔ
ｒ
１
晶
雁
す
』
ロ
。

■
Ⅱ
ザ
－
．
①
』
日
争

も
倶
今
品
伊
い
て
ｒ
‐
芽
匡
Ｔ
Ｊ
Ｆ
字
・
霊
Ⅱ
胡
Ｌ
，

“
一
・
や
。
■
．

Ⅸ
や
。
」
い
Ｔ
９
凸
｝
方
い
い
島
弐
凸
一
ザ
勺
声
‐
’
１
－

年
↓
既
ｒ
３
Ｌ
酢
．
踵
叱
．
０
‐
分
ｒ
４
Ｆ
壁
呼
Ｐ
・

千
二
‐
預
戸
写
・
入
幸
刀
４
．
丑
ｐ
Ｉ
予
囎
隅
｝
に

炉
朋
Ｆ
１
Ｐ
Ｆ
冑
芳
七
・
三
由
加
ロ
９
』
Ｆ
Ｆ
Ｆ

■
。
。
①
己
‐
凸
・
口
●
９
Ｊ
・

寺
・
‐
ｒ
駅
‐
』
卜
ｒ
ｌ
Ｕ
か
Ｆ
Ｆ
・
艮
哩
“
Ｊ
氏
芽
に

■
■
叩
■
■
・
・
ｑ
・
Ｉ
■
。

、
可
Ｔ
ｒ
４
Ｆ
咄
、
ｐ
凸
ｂ
帝
・
卜
Ｆ
風
Ｅ
肩
唾
こ

て
凹
威
‐
齢
‐
。
－
涼
ｆ
し
■
澱
叩
堕
垂
歩
液
ｒ
晩

■
ｊ
ロ
ロ
０
口
‐
ロ
巴
、
７
－

。
、
Ｆ
，
叩
・
ｆ
Ｌ
画
．
卜
干
や
ｐ
ｒ
０
、
“
小
商
ｒ
ず
し

竿
Ｊ
ｂ
』
・
Ｆ
１
・
ロ
■
出
展
ｒ
ｌ
Ｆ
や
■
“
、

一
▲
承
惑
０
１
で
、
β
叩
汽
叫
壯
Ｔ
０

ｈ
■
Ｉ
■
１
丁
■
・
‐
Ｌ
と
■
■
７
４

・
毎
｛
て
■
４
４
。
Ⅲ
‘
昆
凪
軒
昼
げ
Ａ
ｕ
の
旬
艮
蛇

一
Ｅ
啄
引
酷
Ｌ
凪
．
７
町
名
上
周
州
Ｍ
Ｌ
ヲ
干
し
峨

口
蝿
１
７
弓
】
恥
」
則
碕
岬
出
ば
剛
一
味
伶
帥
い
‐
い
■

］
且
電
員
制
甲
ｃ
打
日
旧
予
、
吋
Ｒ
Ｒ
０
０
ｆ
脚
１
制
ｔ

ｂ
ｌ
ザ
．
９
，
世
‐
Ｉ
ザ
１

，
１
川
Ⅶ
Ⅶ
ｌ
ｌ
ｌ
１
肌
叫
ｌ
ｌ
ｌ
叩
宮
‐
叩
｝
Ｉ
武
同
ト
マ
心
８
Ｆ
・
ｔ
ｆ
ｊ
ｃ
ｖ
■
守
り
釘
２
円

●
「
新
Ｌ
い
女
．
一
の
軒
一
飛
報
轆
諏
蝿
燕
淑
蝦
盤
那

ｒ
幽
叱
腫
唯
悪
徳
蝿
一
搾
蝦
踊
銅
踊
誰
湖
鍛
酔

‐
し
い
凹
闘

一
癖
．
剛
雌
ト
ル
っ
て
琴
鯉
ｒ
凪
命
阿
も
Ｈ
ｆ
，
尿
Ｋ
１
Ⅱ
ｂ
ｌ
厚
一
Ｘ
⑱
辞
＆
↑
、

Ｉ
Ｉ
，
ｆ
『
？
ｒ
‘
，
｜
鮴
Ｉ
Ｊ
ｐ
．
『
．
Ｏ
ｆ
ｌ
“
・
ｆ

Ｆ
Ｌ
￥
合
巳
羨
４
日
日
刎
匠
奉
哩
７
５
一
ル
馬
．
＄
｜
閥
狼
噌
ｂ
嘘
、
圷
倒
烈
肌
蝿
心
妙
以
曲
阻
●
狐
ｌ
眼

９
酌
孵
比
砧
Ⅵ
〆
卯
Ｆ
【
、
亀
Ｉ
堺
吋
知
作
ｗ
ｒ
町
止
１
局
胞
榊
印
字
．
Ⅲ
ｈ
喝
間
如
何
ハ
ト
に
班
■
申

中
日
’
１
ｂ
０
４
．
．
．
．
で
乃
心
自
凹
分
円
吋
に
吐

吐
牌
も
ｎ
門
忙
叩
ｕ
別
私
山
一
Ｉ
‐
【
Ｒ
ｑ
ｊ
町
屈
、

岨
夜
い
て
日
擁
ピ
タ
ｉ
、
呼
蛇
脈
肛
｜
】
刷
八
断
ら
し
い
血
，
川
畑
丘
璽
ｕ
ｎ

Ｊ
０
‐
因
・
凸
１
１

画
‐
ｏ
１
１
Ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
‐
日
．

〃
Ｍ
ｈ
Ｊ
こ
い
ム
ロ
足
も
向
田
令
岨
今
別
引
即
Ｒ
ｎ
具
Ⅱ
Ｒ
Ⅸ
呵
戸
・
呵
、
Ｈ
同
ｒ
Ｔ
司
哨

Ｈ
佃

同
〃

◆
岼
叩

馴
咋
、

‐
し
町
仔

圃
工

い
昨
哨
｝

玲
１
回
一

ｌ
ｂ
乾

女
頤
了

，
人
岳

ジ
Ｔ
凧

Ｒ
咽

Ｍ
Ａ

Ｉ
」
Ｌ
弼

司
．
円

い
旬
胆
一

‐
凸
釘
吋

Ｖ
》
皿
１

月
Ｕ
配
４

Ａ
目
踞
届

◆
Ｊ
４、

二



③〔出典〕『女の世界』（大6．3，3巻3号）
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④〔出典〕『讃實新聞』（大7．9．8・第7面）
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一
も
一
一
《
苧
回
一

一
△
｝
父
話
一
室
一
｝
一
’
１
．
『
暖
・
目
・
》
ヱ
》
ゞ
乱
’
〉

■
・
》。

』
’
一
一
七
二
四
Ｐ
■

一
島
優
へ
↑
却
・
Ｘ
ｔ
一
・
二
“
．
一
‐
一
、
０
仁
・
、
蛤
、
一
●
毛
寸
灸
生
ら
・
口

｝
岨
』
。
。
‐
》
マ
タ
マ
５
，
も
．
・
心
、

ｒ
罪
詮
腫
縢
膳
嵯
原
悸
惟
胖
Ｉ
に

〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ｉ

泄
亮

廿
角
互
い
ｒ

守
詮
派
産
駐
‐
睡
呼
式
哩
苛
●
が
「
一
基
再
蒔
武
浄
圦
《
じ

望
Ｐ
。

Ｆ
』
。
ロ
ロ
函
。
。
●
守
？
？

お
ロ
ー
Ｄ
９
日

当
、
一
：
多
夢
・
‘
・
豐
尺
武
食
肌
、
等
寺
・
・
一
、
｜
診
・
，
り
、
こ
￥
‐
許
．
－

１
■
言
』
鼻
Ｌ
且
”
一
・
勺
“
二
口
。
｜
・
廿

一
・
‐
・
‐
・
二
、
、
、
瞳
画
一
い
且
、
、
Ｔ
ｌ
辞
．
｜
恥
、
猷
奮
．
』
念
」

言

牢
虻
旦
‐
昏
一
型
。
戊
祁
．
し
．
ま
．
●
、
強
－
，
，
‐
隠
透
匙
兵

■
ｊ
Ｌ
５
６
ｐ
日
ｑ
ｒ
ｄ
望
ｈ
４
Ｊ
１
も
７
４
４
ｑ
司
り
Ｙ
１
ｊ
■
Ｅ
ｒ
‐
１
１
ｉ
ｑ
‐
４
１
１
１
３
‐
１
１
１
４
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応
え
１
．
軸
や
捌
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、
脇
幽
和

‐
小
母
鞭
い
い
啄
獄
甘
渦
い
、
上
川
計
胤
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I
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補
注

（
一
）
小
穴
隆
一
「
二
つ
の
繪
」
（
「
鯨
の
お
詣
り
」
昭
嘔
．
、
中
央
公
論

社
）
・

（
二
）
吉
田
精
一
「
三
芥
川
龍
之
介
の
恋
人
一
（
吉
田
精
一
著
作
集
第
一
巻

『
芥
川
龍
之
介
Ｉ
』
昭
卵
・
皿
桜
楓
社
）
に
よ
る
。
ち
な
み
に
、
本
書
の

初
出
は
『
歴
史
と
人
物
』
（
昭
蝸
・
皿
中
央
公
論
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
桜
楓
社
刊
単
行
本
の
も
の
に
従
っ
て
い
る
。

（
三
）
前
掲
補
注
（
二
）
に
、
秀
し
げ
子
は
《
泉
鏡
花
を
崇
拝
し
、
雅
号
の
鞆
音

も
、
そ
の
作
品
中
の
人
名
か
ら
と
っ
た
》
と
あ
る
。
ま
た
、
吉
田
氏
は
《
文

学
を
談
じ
る
相
手
と
し
て
は
同
じ
く
鏡
花
好
き
の
芥
川
に
と
っ
て
、
し
げ
子

は
ウ
マ
の
あ
う
話
相
手
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
》
と
推
測
し
て
い
る
。

注（
二
本
稿
は
、
平
成
七
年
度
近
畿
大
学
大
学
院
文
芸
学
研
究
科
修
士
論

文
『
秀
し
げ
子
と
芥
川
龍
之
介
～
〈
新
し
い
女
）
と
大
正
期
文
壇
の
一
側
面

～
』
の
一
部
要
約
で
あ
る
。

（
二
）
『
読
売
新
聞
文
芸
欄
細
目
』
（
索
引
）
に
「
秀
し
げ
子
」
の
項
（
サ
行
で

「
秀
（
し
ゅ
う
）
し
げ
子
」
と
な
っ
て
い
る
）
が
あ
る
が
、
本
紙
を
調
査
し

た
結
果
、
遺
漏
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

（
三
）
西
澤
武
彦
「
長
野
県
の
地
名
（
埴
科
郡
ご
（
『
日
本
歴
史
地
名
体
系
第
二

○
巻
』
昭
別
・
皿
平
凡
社
）

（
四
）
『
日
本
女
性
録
」
（
昭
網
・
４
国
際
総
合
調
査
事
務
局
）

（
五
）
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
第
五
巻
（
昭
艶
・
吃
）
の
「
女
の
世
界
」
の

項
目
に
《
「
大
正
婦
人
録
」
が
役
立
つ
》
と
あ
る
。

（
六
）
日
本
女
子
大
学
図
書
館
に
学
籍
調
査
を
依
頼
し
、
・
そ
の
調
査
結
果
に
基
づ

心
で
、
。

（
七
）
大
正
六
年
三
月
号
の
「
女
の
世
界
』
に
、
秀
し
げ
子
の
《
小
學
校
は
何
虚

か
知
ら
な
い
が
、
高
等
女
學
校
か
ら
目
白
の
女
子
大
学
へ
入
っ
て
、
そ
こ
の

大
學
の
家
政
科
を
卒
業
さ
れ
た
》
と
あ
る
。

（
八
）
杉
浦
善
三
「
電
氣
主
任
秀
文
逸
君
」
（
『
帝
劇
十
年
史
』
大
９
．
４
玄

文
社
）

（
九
）
西
澤
武
彦
「
岡
山
県
の
地
名
（
小
田
郡
）
」
（
『
日
本
歴
史
地
名
体
系
第
三

四
巻
」
昭
卵
・
４
平
凡
社
）

二
○
）
「
社
務
多
忙
に
付
年
始
の
禮
を
畉
申
候
」
（
『
帝
劇
』
大
皿
・
１
お
よ
び

大
哩
・
吃
）

（
十
一
）
一
暑
中
御
見
舞
申
上
候
」
（
「
帝
劇
」
大
晦
・
７
）

（
十
二
）
『
讃
寶
新
聞
」
（
大
皿
・
１
．
肥
、
第
７
面
）
「
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ
み

う
り
抄
〕
」
に
〔
帝
劇
舞
臺
装
置
研
究
會
〕
と
し
て
、
秀
文
逸
の
名
前
が
あ

》
（
）
。［

本
文
］
山
本
専
務
發
議
で
岩
村
和
雄
、
伊
坂
海
雪
、
井
上
弘
範
、
鳥
居
清

忠
、
横
河
民
輔
、
吉
田
健
夫
、
田
中
良
、
並
木
玉
風
、
濱
村
米
蔵
、

邦
枝
完
二
、
久
米
秀
治
、
福
地
信
世
、
宇
野
四
郎
、
平
岡
權
八
郎
、

秀
文
逸
、
薄
拙
太
郎
、
鈴
木
大
助
、
平
岡
晋
吉
、
阿
竹
繁
俊
、
竹

柴
麹
三
郎
、
荒
井
金
太
郎
、
稲
垣
治
太
郎
、
浦
木
毅
氏
等
二
十
三

氏
を
會
員
に
一
昨
日
帝
劇
に
於
て
發
會
式
を
興
行
し
た
。

マ
マ

（
十
三
）
「
帝
劇
榮
業
演
出
雨
方
面
の
新
陣
口
容
」
（
『
帝
劇
』
大
Ｂ
・
岨
）

（
十
四
）
前
掲
注
（
五
）

二

四



（
十
五
）
「
震
災
後
記
」
（
『
帝
劇
』
大
過
・
７
）

（
十
六
）
秀
文
逸
「
ア
ド
ソ
ー
ル
應
用
冷
房
装
置
に
就
い
て
」
（
『
帝
劇
』
大
哩
．

８
）

（
十
七
）
青
柳
有
美
。
明
治
六
（
’
八
七
三
）
年
～
昭
和
二
十
（
’
九
四
五
）
年
。

『
女
の
世
界
』
の
発
行
者
。

（
十
八
）
「
故
女
流
作
家
追
慕
會
の
記
」
（
『
ビ
ア
ト
リ
ス
』
第
１
巻
５
号
、
大
５

・
皿
）
．

（
十
九
）
秀
し
げ
子
「
根
本
に
溺
れ
た
描
嶌
」
（
「
新
潮
』
大
９
．
ｍ
）
の
本
文
に

も
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
《
其
の
頃
の
誰
れ
で
も
の
大
凡
が
通
る
過
程
で
〆

も
あ
っ
た
や
う
に
、
私
自
身
も
學
生
時
代
の
一
と
頃
を
鏡
花
氏
の
作
に
囚
は

れ
て
居
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
あ
坐
し
た
女
性
の
性
格
に
興
味
を
傾
倒
し
て
居

た
結
果
の
自
然
と
し
て
。
》
と
あ
る
。
ほ
か
に
、
「
秀
夫
人
の
片
影
」
（
「
女
の

世
界
』
大
６
．
３
）
に
も
彼
女
の
言
及
が
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
《
「
何
と
い

ふ
題
で
し
た
か
、
題
は
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
小
説
の
中
の
綺
麗
な
娘
の

名
を
と
っ
た
の
で
御
座
い
ま
す
」
「
誰
れ
で
も
一
度
は
、
鏡
花
さ
ん
の
物
に

夢
中
に
な
る
時
代
が
あ
り
ま
す
や
う
で
す
ね
こ

（
二
○
）
こ
の
日
時
は
、
安
成
二
郎
の
執
筆
か
ら
推
し
た
結
果
で
あ
り
定
か
と
は

言
え
な
い
が
、
本
文
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
《
親
し
く
夫
人
と
お
話
を
し

た
の
は
、
此
の
か
る
た
會
の
歸
路
が
最
初
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
此
の
稿
を

草
す
る
迄
に
、
私
は
又
三
度
、
夫
人
に
お
目
に
か
Ｌ
っ
て
ゐ
る
。
一
度
は
道

で
。
一
度
は
此
の
稿
（
秀
し
げ
子
と
の
会
見
記
ｌ
筆
者
注
）
の
為
に
芝
の
櫻

川
町
の
お
宅
を
訪
れ
て
。
｜
度
は
一
昨
日
、
五
反
田
の
岡
田
幸
子
さ
ん
の
お

宅
の
ビ
ア
ト
リ
ス
社
の
新
年
小
集
の
席
で
》
と
あ
る
の
で
、
｜
月
中
旬
ご
ろ

〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ｉ

［
後
記
］
な
お
、
写
真
②
は
、
浅
野
洋
氏
（
Ｄ
）
が
そ
の
所
在
を
指
摘
し
、
写
真
③

は
関
口
安
義
氏
（
Ｆ
）
が
石
割
透
氏
の
教
示
に
よ
っ
て
そ
の
所
在
を
指
摘
、

そ
の
一
部
（
顔
部
分
）
が
『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
」
（
二
九
四
年
六

月
）
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
未
紹
介
と
は
言
い
難
い
が
、
掲
載

紙
（
誌
）
の
原
画
の
復
刻
に
も
そ
れ
な
り
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
、
参
考
の

た
め
に
供
し
た
。

（
な
か
た
・
む
つ
み
本
学
大
学
院
博
士
課
程
）

に
新
年
会
が
催
さ
れ
た
と
み
た
い
。

（
二
二
『
請
實
新
聞
』
（
大
６
．
８
．
魁
、
第
７
面
）
「
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ
み

』
プ
リ
”
拶
匡

（
二
二
）
東
大
付
属
の
小
石
川
の
植
物
園
。

（
二
三
）
『
讃
實
新
聞
」
（
大
７
．
３
．
咽
、
第
７
面
）
「
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ
み

う
り
抄
〕
」

（
二
四
）
『
讃
實
新
聞
』
（
大
７
．
５
．
Ⅳ
、
第
７
面
）
「
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ
み

う
り
抄
］

（
二
五
）
『
讃
實
新
聞
」
（
大
７
．
８
．
吃
、
第
３
面
）
「
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ
み

う
り
抄
ご

（
二
六
）
『
讃
實
新
聞
』
（
大
７
．
９
．
８
、
第
７
面
）
「
日
曜
附
録
」

（
二
七
）
前
掲
注
（
二
六
）

（
二
八
）
『
讃
寶
新
聞
」
（
大
７
．
，
．
６
、
第
７
面
）
「
日
曜
附
録
」

五


